
明
治

・
大
正
期

の
演
歌

に
お
け
る
洋
楽
受
容

権

藤

敦

子

一 

は
じ
め
に

本
研
究
は
、
明
治
期
以
降
、
我
が
国
に
欧
米
か
ら
積
極
的
に
導
入

さ
れ
た
音
楽
、
及
び
そ
の
影
響
下
に
成
立
し
た
音
楽
が
、
明
治

・
大

正
期
の
演
歌
に
お
い
て
い
か
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
か
を
考
察
し
、

一

般
大
衆
に
お
け
る
洋
楽
受
容
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
開
始
さ
れ
た
洋
楽
の
導
入
は
、
そ
の

後
の
わ
が
国
の
音
楽
文
化
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
支
配

層
の
主
導
権
の
も
と
に
意
図
的

・
組
織
的
に
移
入
さ
れ
た
洋
楽
で
あ

る
が
、
公
的
な
、
い
わ
ば
上
か
ら
の
導
入
、
公
的
レ
ベ
ル
で
の
受
容

(住
1
)

に
つ
い
て
貴
重
な
研
究
が
多
く
な
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、

一
般
の

人
々
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
き
た
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
研
究

の
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

公
的

な
記
録
と
し
て
存
在
し
に
く
い
、
と
い
う
資
料
面
で
の
限
界

に
加
え
、

一
口
に

「
一
般
大
衆
」
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
文
化
的

・

社
会
的
背
景
の
異
な
る
様
々
な
人
々
が
存
在

し
、
洋
楽
の
受
容
に

つ

い
て
も

一
律
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
文
学
作
品
や
雑
誌
、

新

聞
等
、
当
時
の
記
録
の
断
片
を
集
積
す
る
中

で
、
聴
衆
の
意
識
を
探

る
、
と
い
っ
た
受
容
の

一
側
面
か
ら
実
態
に
せ
ま
る
研
究
も
過
去
に

(注
2
)

な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
成
果
も
ふ
ま
え
、
様

々
な
角
度
か

ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
こ
と
で
、

は
じ
め
て
そ
の
全
体
像
が
構
築

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
明
治

・
大
正
期
に
演
歌
師
に
よ

っ
て
歌
わ
れ
、
広
く

流
行
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
演
歌

の
変
遷
を
辿
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
洋
楽
受
容

の
様
態
を
音
楽
面
で
の
変
化

か
ら
概
観
し
て
ゆ
き
た

い
。

二
 
演
歌
の
性
格
と
研
究
の
方
法

現
在
、
演
歌
は
歌
謡
曲
の
一
つ
の
音
楽
様
式
、
す
な
わ
ち
、
日
本
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調
の
音
楽

的
特
徴
や
精
神
的
特
徴
を
も
つ
と
さ
れ
る
流
行
歌
を
漠
然

と
さ
す
用
語
と
し
て

一
般
に
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
取
り
扱

う
演
歌
と
は
、
自
由
民
権
運
動
で
壮
士
に
歌
わ
れ
た

《
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
節
》
《
ヤ

ッ
ツ
ケ
ロ
節
》
か
ら
、

レ

コ
ー
ド
歌
謡
が

一
般
化
す
る

昭
和
初
年
迄
に
、
歌
本
を
売
り
な
が
ら
歌
を
歌
う
大
道
芸
人
で
あ
る

演
歌
師
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
も
の
を

い
う
。

つ
ま
り
、
特
定
の
語
法

や
音
楽
様
式
を
も
っ
た
も
の
を
演
歌
と
い
う
の
で
は
な
く
、
壮
士
節
、

書
生
節
な
ど
と
呼
び
習
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
流
行
歌
伝
播

の
主
要
な
媒
体
で
あ

っ
た
演
歌
師
の
歌

っ
た
歌
を

広
く
演
歌
と
捉
え
る
。

つ
ま
り

(
一
)
特
定

の
音
楽
様
式
を
も
た
な
い
、
(
二
)
際
物
性

を
も

つ
、
(
三
)
大
衆
の
流
行
歌
で
あ
る
、
と

い
う
三

つ
の
性
格
を

演
歌
は
も

っ
て
い
た
、
と

い
え
る
が
、

本
稿
に
お
い
て

一
般
大
衆
に

お
け
る
洋
楽
受
容
の

一
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
材
料
と
し
て
演
歌
を

取
り
上
げ
た
理
由
と
も
深
く
関
わ

っ
て
く
る
た
め
、
以
下
、

三
項
に

分
け
て
詳

述
し
た

い
。

(
一
)
特
定

の
音
楽
様
式
を
も
た
な
い

本
来
、

演
歌
と
は
、
「国
利
民
福
増
進
し
て
民
力
休
養
せ
」
と

い

う

《
ダ
イ

ナ

マ
イ
ト
節
》

の
よ
う
に
、
政
治

へ
の
怒
り
を
民
衆
に
訴

え
た
り
、
民
権
運
動
の
中
で
国
民
を
鼓
舞
し
た
り
す
る
も
の
だ

っ
た
。

官
権

の
弾
圧
を
逃
れ
、
通
俗
自
由
講
談
や
壮
士
芝
居
と
と
も
に
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
民
衆
に
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
歌
が
利
用
さ
れ
た
の
で

(注
3
)

あ
る
。
し
か
し
、
民
権
運
動
の
挫
折
、

明
治
体

制
の
確
立
を
経
て
、

演
歌

の
歌
詞
に
は
怒
り
か
ら
課
刺
、
自
嘲
、

お
ど
け
と
い
っ
た
内
容

が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
没
政
治
化
と
と
も
に
恨
み
、
や
け
、

未
練
と

い

っ
た
私
的
な
感
情
を
代
弁
す
る
も

の
に
変
化
し
て
い
っ

(注
4
)

た
、

と

い
わ
れ
る
。
啓
蒙
的
な
歌
詞
を
も

つ

「
指
導
者
的
立
場
」
に

立

っ
た
演
歌
か
ら
、
民
衆
の
心
情
を
表
現
す
る
も
の

へ
と
機
能
が
変

わ
る
中
で
、
演
歌
の
音
楽
は
音
楽
外
的
な
目
的
、

す
な
わ
ち
人
々
を

ひ
き

つ
け
る
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

し
た
が

っ
て
、
特
定

の
音
楽
的
性
格
を
変
化

さ
せ
な
い
、
と
か
、

音
楽
的
語
法
を

一
つ
の
伝
統
と
し
て
守
る
、
と

い
う
意
識
は
、
演
歌

に
関
わ
る
人

々
の
間
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

一
つ
の
固
定
し
た
音

楽
様
式
を
も
た
な
い
が
故
に
、
民
衆
の
嗜
好
を
読
み
と
り
、
先
取
り

し
な
が
ら
、

演
歌
は
、
そ
の
時
々
の
不
特
定
多
数

の
人
々
の
音
楽
に

対
す
る
態
度
を
反
映
し
て
い
っ
た
、
と

い
え
よ
う
。

(
二
)
際
物
性
を
も

つ

(注

5
)

際
物
性
と
は
、

一
時
的
な
流
行
や
そ
の
時
々

の
最
新

の
話
題
を
し

く
ん
で
時
好
に
投
じ
よ
う
と
す
る
性
質
を
指

す
。
《
乃
木
将
軍

の
う

た
》
な
ど
の
よ
う
に
人
々
の
注
目
を
集
め
た
三
面
記
事
的
事
件

や
世
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相
、

風
俗
が
す
ぐ
に
歌
に
さ
れ
て
街
頭
で
歌
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、

そ
の
性
格
は
単
に
歌
詞
内
容
だ
け
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な

く
、

明
清
楽
、

唱
歌
、
民
謡
、
浅
草
オ
ペ
ラ
等
、

そ
の
時
代
に
流
行

し
た
音
楽
か
ら
旋
律
を
借
用
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
音
楽
的
に
も

「際
物

性
」
と
呼
ぶ
べ
き
性
格
を
演
歌
は
備
え
て
い
た
。

一
時
期
だ
け
の
作
品
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
必
ず
し
も
民
衆
の
嗜
好

を
代
弁

し
て
い
る
と
は
い
い
難

い
も
の
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
明

治
二
〇
年
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
長
期
間
を
概
観
し
、
際
物
と
し
て

取
り
入

れ
ら
れ
た
洋
楽
が
ど
う
変
化
、

変
質
し
て
い
く
か
を
み
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
洋
楽
受
容
の
様
態
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
三
)

大
衆
の
流
行
歌
で
あ
る

特
定

の
音
楽
様
式
に
固
執
せ
ず
、

際
物
性
を
も

っ
た
演
歌
で
は
あ

っ
て
も
、

現
実
に
人
々
の
問
で
愛
好
さ
れ
な
け
れ
ば
、

流
行
歌
と
し

て
民
衆

の
嗜
好
を
代
表
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
第
三
の
理
由
と

し
て
は
、

そ
う
し
た
演
歌

の
大
衆
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
老
人

一
一
六

(注
6
)

人

(
平
均
七
十
八
才
)

を
対
象
に

一
九
八
四
年

に
行

っ
た
調
査
に
よ

れ
ば
、

路
上
や
縁
日
、
あ
る
い
は
地
方
に
巡
業
に
来
た
演
歌
師
を
七

割
以
上

の
人
が
見
か
け
、

立
ち
ど
ま
っ
て
聴
い
た
り
、

そ
こ
で
聴
き

覚
え
た
歌
を
人
づ
て
に
習

っ
て
口
ず
さ
ん
だ
り
し
た
経
験
を
も

っ
て

い
た
。

そ
し
て
、
六
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
か

つ
て
流
行
歌
を
愛

好
し
て
い
た
、
と
答
え

て
い
る
。
こ
の

一
例
を
含
め
、
新
聞
記
事
や

(注
7
)

文
献
に
よ

っ
て
、

マ
ス

・
メ
デ
ィ
ア
の
な
い
時
代
に
演
歌
師
が
流
行

歌
を
伝
播
し
、
地
域
的

・
文
化
的
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
多
く
の

人
々
に
演
歌
が
愛
好
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

以
上
が
、
本
稿
で
研
究
の
対
象
と
す
る
演
歌
の
定
義
と
性
格
で
あ

る
が
、
次
に
研
究

の
方
法
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

実
際
に
演
歌
と

い
わ
れ
て
い
た
曲
は
四
五
〇
曲
近
く
存
在
す
る
と

(注
8
)

い
う
が
、
そ

の
う
ち
現
在
確
認
で
き
る
二
八
○
曲
に
つ
い
て
、
ま
ず

年
代
順
に
年
表
を
作
成
し
た
。

そ
の
際
、
添

田
知
道
に
よ
る

『明
治

(注
1
0
)

以
降
流
行
歌
演
歌
年
表
』
と

『演
歌
の
明
治
大
正
史
』
を
中
心
に
、

(注
1
1
)

(注
1
2
)

『日
本
流
行
歌
史
』
、

「演
歌
著
作
権
始
末
期
」
等
を
参
考
に
し
て
、

曲
名
、

流
行
年
、
作
詞
者
、
作
曲
者
名
を
記
入
し
た
。
ま
た
、
各
曲

に
つ
い
て
、
明
治
大
正
期
の
S
P
レ
コ
ー
ド
、

昭
和
に
は
い
っ
て
当

時
の
演
歌
師
が
吹
き
込
ん
だ
録
音
、

現
存
す

る
演
歌
師

の
演
唱
、
及

び
演
歌
の
歌
本
や
演
歌
師
の
残
し
た
著
作
に
載
せ
ら
れ
た
楽
譜
等
か

ら
採
譜
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
分
析
を
行

っ
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
、

替
歌
、
編
曲
と

い
う
種
別
に
つ
い
て
は
、
採
譜
及
び
文
献
で
検
討
し
、

新
作
と
思
わ
れ
る
場
合
を

「オ
リ
ジ
ナ
ル
」
、
既
存
の
旋
律
を
借
り

て
違
う
歌
詞
及
び
曲
名
を
付
し
た
も
の
を

「替
歌
」
、
個
人
の
演
唱

に
よ
る
ヴ

ァ
リ
ア
ン
テ
の
域
を
越
え
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
原
曲
が

推
測
可
能
な
も
の
に

つ
い
て
は

「
編
曲
」
と

し
、
替
歌
や
編
曲
に
つ
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い
て
は
、
借
用
さ
れ
た
原
曲
名
も
記
入
し
た
。
そ
れ
以
外
の
調
査
は
、

当
時
の
演
歌
雑
誌
、
新
聞
、
文
献
等
の
探
索
と
、

一
九
八
四
年
七
月

か
ら
十
月
に
か
け
て
の
演
歌
師
及
び
そ
の
遺
族
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

と
い
う
形
で
行

っ
た
。

こ
れ
ら
の
年
表
と
分
析
を
も
と
に
、
ま
ず
、
借
用
に
は
じ
ま
る
洋

楽
の
影
響
を
辿
る
。
次
に
、
演
歌
が
存
続
す
る
上
で
、
洋
楽
が
如
何

に
関
与
し
て
き
た
か
、
大
き
く
三
期
に
分
け
て
検
討
し
、
最
後
に
、

洋
楽
の
影
響
を
受
け
る

一
方
で
演
歌
に
認
め
ら
れ
る
伝
統
的
な
語
法

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三
 
演
歌
に
お
け
る
洋
楽
受
容

(
一
)
洋
楽
導
入
の
系
譜

(注
1
3)

明
治

二
十

一
年

の

《
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
節
》
は
、
ど
な
る
よ
う
に
歌

わ
れ
て

い
た
ら
し
く
、
ど
の
程
度
は

っ
き
り
と
し
た
音
楽
的
性
格
を

も

っ
て

い
た
か
、

現
在

で
は
正
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か

し
、
後

に
書
き
と
め
ら
れ
た
り
歌
わ
れ
た
り
し
た
楽
譜
や
演
唱
か
ら

推
測
さ
れ
る
限
り
で
は
、
初
期

の
演
歌
の
多
く
が
こ
の

《
ダ
イ
ナ

マ

イ
ト
節
》

の
流
れ
を
汲
む
旋
律
で
あ
る
。
こ
と
ば
を
聞
か
せ
る
こ
と

を
第

一
の
目
的
と
し
た
演
歌
で
あ
る
た
め
、
シ
ラ
ビ

ッ
ク
な
歌
詞
の

配
分
、

一
小
節

一
拍
子
に
捉
え
る
拍
子
感
な
ど
、

は
じ
め
は
近
世
後

期

の
俗
曲
等
と
は
異
な
る
性
格
を
も
っ
て
い
た
が
、
《
チ
リ

ッ
プ
節
》

《
あ
き
ら
め
節
》
な
ど
明
治
四
十
年
頃

の

《
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
節
》
系

の
演
歌
ま
で
を
概
観
す
る
と
、
意
識
的
に
民
謡
、

俗
曲
調
に
編
曲
し

た
り
し
て
、
総
じ
て
伝
統
的
な
語
法
に
近

い
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え

(注
14
)

よ
う
。

し
か
し
、
表
1
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
年

の
演
歌
の
ほ
と
ん
ど

を
占
め
て
い
た

《
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
節
》
系

の
演
歌
は
明
治
四
十
年
前

後
か
ら
主
流
で
は
な
く
な
り
、
か
わ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
な
か

っ
た
洋
楽
系
演
歌
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
洋
楽

系
演
歌
と
は
、
西
洋
音
楽
や
そ
の
影
響
下
に
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
洋

楽

(唱
歌

・
軍
歌

・
寮
歌
等
を
含
む
)

の
旋
律
を
借
用

(編
曲
及
び

替
歌
の
形
で
)
し
た
も
の
、
及
び
、
主
と
し
て
洋
楽
的
語
法
に
よ
り

な
が
ら
新
作
さ
れ
た
も
の

(オ
リ
ジ
ナ
ル
)

を
指
し
て
い
る
。

そ
の
嗜
矢
は
、
明
治
三
十

一
年

の

《
小
川
少
尉
の
歌
》
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
曲
は
明
治
二
十
年
頃
に
流
行
し
た

《
ノ
ル
マ
ン

ト
ン
号
沈
没

の
歌
》
を
編
曲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
い
え
ば
、

原
曲
は
明
治
十
七
年
頃
、

シ
ャ
ル
ル

・
ル
ル
ー

(
C
h
a
r
l
e
s

に
よ

っ
て
作
曲
さ
れ
た

《
抜
刀
隊
》
に
遡
る
。
し
た
が
っ
て
、
洋
楽

系
演
歌
で
は
あ
る
が
、
原
曲
に
比

べ
る
と
、

か
な
り
伝
統
的
語
法
に

改
め
ら
れ
て
い
る

(後
に
譜
例
6
の
と
こ
ろ
で
説
明
す
る
)
。

 
こ
の
よ
う
に
、
洋
楽
系
演
歌
は
、
ま
ず
、

一
旦
日
本
人
の
手
で
西

洋
音
楽
的
語
法
を
導
入
し
た
旋
律
を
借
用
し
た
も

の
と
し
て
登
場
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表1 分類別演歌流行曲数の変遷
流行 した演歌 の総数

---ダ イナマイ ト節系演歌曲数

-洋 楽系演歌曲数

表2 作曲の技法別演歌流行曲数の変遷 -替 歌
---編 曲

-オ リジナル
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し
、
明
治

四
十
年
頃
の
借
用
曲
は
《
春
燗
漫
の
花

の
色
》
《
日
本
海
軍
》

《鳴
呼
玉
杯
に
花
う
け
て
》
等

の
寮
歌
、
軍
歌
が
中
心
で
あ

っ
た
。

翌
四
十

一
年
に
は
、
四
七
抜
き
短
音
階
に
よ
る
三
拍
子
の
唱
歌

《美

し
き
天
然
》
の
替
歌
で
あ
る

《
夜
半
の
追
憶
》
《袖
し
ぐ
れ
》
が
流
行
、

四
十
二
年
に
は

《箱
根
八
里
》
に
よ
る

《
ス
カ
ラ
ー
ソ
ン
グ
》
が
歌

(注
1
5
)

わ
れ
、
新
聞
に

「書
生
節
、

即
ち
唱
歌
節
」
と
書
か
れ
る
程
、
唱
歌

や
寮
歌

の
替
歌
が
演
歌

の
中
心
的
存
在
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
年
、
活
動
写
真

の
楽
隊
に
発
想
を
得
た
神
長
瞭
月
が
、

《残
月

一
声
》

の
.
 
伴
奏
に
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を
用

い
、
そ
の
後
は

「
ヴ

(注
1
6)

ア
イ
オ
リ
ン
を
持
た
ね
ば
思
ふ
様
に
商
売
が
で
き
な
く
な

っ
た
」
と

演
歌
師
も
述
懐
す
る
ほ
ど
に

〈
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
歌
〉
の
形
態
が
確

立
し
た
。

そ
の
後
、
浪
曲
や
俗
曲
、

民
謡
の
借
用
が

一
時
増
加
し
、
洋
楽
系

の
も
の
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
演
歌

の
総
数
も
減

っ
て
め
だ

っ
た
流

行
曲
が
な
く
な
る
が
、
大
正
七
年
以
降
、
再
び
洋
楽
系
演
歌
が
急
増

し
て

い
る
。

こ
こ
で
は
、
新
し
く

《
さ
す
ら

い
の
唄
》
《
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
の
唄
》
《
船
頭
小
唄
》
等
、
中
山
晋
平

の
曲
が
借
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
従
来
の
唱
歌
、
寮
歌
の
よ
う
に
洋
楽
的
語
法
を
導
入
し
て
日

本
人
が
作

っ
た
洋
楽
で
は
な
く
、
浅
草
オ
ペ
ラ
の
劇
中
歌
や

《
ジ

ョ

ー
ジ
ア

・
マ
ー
チ
》
な
ど
、

西
洋
音
楽
を
直
接
借
用
し
た
演
歌
も
登

場
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
最
も
大
き
な
変
化
は
、
借
用
と
い
う
手
法
に
よ
ら
ず
、

演
歌
師
自
身
に
よ

っ
て
い
わ
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
洋
楽
系
演
歌
が
作
ら

れ
、
そ
の
後

の
主
流
を
占
め
て
い
る
、
と

い
う

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

表
2
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
替
歌

が
中
心
で
、
次
い
で

編
曲
の
も
の
が
大
正
時
代
に
は
い
っ
て
増
加
し
な
が
ら
も
オ
リ
ジ
ナ

ル
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
大
正

中
期
以
降
、

オ
リ
ジ

ナ
ル
と
替
歌
の
比
率
が
逆
転
し
て
い
る
。
し
か
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

う
ち
八
割
以
上
が
洋
楽

の
語
法
で
作
ら
れ
て

い
る
。

譜
例
1
は
高
木
青
葉
に
よ
る

《夕
陽
ヶ
丘
》

で
あ
る
が
、
従
来

の

演
歌
に
は
み
ら
れ
な
い
ア
ウ
フ
タ
ク
ト
の
出
だ
し
を
も
ち
、

い
わ
ゆ

る
七
抜
き
短
音
階
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
譜

例
2
の

《
ヴ

ェ
ニ
ス

の
舟
唄
》
で
も
、

六
度
、

八
度
、

十
度
の
跳
躍
、
八
分
の
六
拍
子
な

ど
、

新
し
い
要
素
が
み
ら
れ
る
。

譜
例
3
は
大
正
十
三
年

の
鳥
取
春
陽
に
よ
る

《
籠
の
鳥
》
で
あ
る

が
、

高
木
青
葉
に
比
べ
る
と
、

四
七
抜
き
短
音
階
に
よ

っ
て
い
る
以

外
は
伝
統
的
な
音
進
行
に
近
い
形
で
、
簡
潔
な
旋
律
が
特
徴
的
で
あ

る
。
《馬
賊

の
歌
》
《ピ

エ
ロ
の
唄
》
な
ど
多
く

の
曲
を
鳥
取
春
陽
は

流
行
さ
せ
て
い
る
が
、
当
時
輸
入
さ
れ
た

ハ
ワ
イ
ア
ン
や
ジ
ャ
ズ
を

採
譜
し
て
独
習
し
、
自
分
の
曲
を

「
ジ
ャ
ズ
編
曲
集
」
と
し
て
編
曲

(住
1
7)

し
た
り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
ユ
ニ
ゾ
ン
の
伴
奏

に
よ

っ
て
い
た
演
歌

(注
1
8)

に
ピ

ア
ノ
の
和
音
伴
奏
を

つ
け
た
り
し
て
い
る
。
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鳥
取
春
陽
の
後
半
の
作
品
は
レ
コ
ー
ド
化

の
為
に
書
か
れ
た
も
の

が
多
く
、

レ
コ
ー
ド
歌
謡
が
流
行
歌
の
主
流
と
な
る
昭
和
五
年
頃
ま

で
の
過
渡
期
に
位
置
す
る
こ
の
時
代
を
も

っ
て
、
歌
本
を
売
り
な
が

ら
路
上
で
歌
わ
れ
た
演
歌
は
事
実
上
終
焉
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。し

か
し
、
唱
歌
等

の
替
歌
を
は
じ
め
と
し
て
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
と

い
う
楽
器

の
導
入
、

浅
草
オ
ペ
ラ
等
の
劇
中
歌

の
借
用
、
洋
楽
系
演

歌
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
登
場
、

和
声
や
ピ
ア
ノ
伴
奏

の
導
入
な
ど
、

演
歌
の
西
洋
音
楽

へ
の
接
近
は
、
昭
和
初
期
に
至
る
ま
で
に
、
何
度

か
の
契
機
を
足
掛
り
と
し
て
確
実
に
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。(

二
)
三

つ
の
時
期

以
上
概
観
し
た
洋
楽
導
入
の
流
れ
は
、
演
歌

の
流
行
曲
数
の
増
減

に
何
ら
か

の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
表
1
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

演
歌
の
総
数
は
明
治

三
十
六
年
と
大
正
六
年
に
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
二
度
の
減
少
期

を
境
に
演
歌
が
質
的
に
変
化
し
て
い
る
。
特
に
、
洋
楽
的
語
法

の
導

入
に
変
化

が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
演
歌
自
体

の
存
続
と
洋
楽

の
導
入
が
ど
う
関
連
し
て

い
る
か
、

明
治
二
十

一
年
か
ら
三
十
六
年
、
明
治
三
十
七
年
か
ら
大

正
六
年
、
大
正
七
年
か
ら
昭
和
七
年
の
三
期

に
分
け
て
考
察
す
る
。

(1)
第

一
期

す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
壮
士
演
歌
と
し
て
成
立
し
た
初
期

の
演

歌
は
、
《
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
節
》
系
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
る
、
伝
統
的

語
法
の
支
配
的
で
あ
る
曲
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
民
権
運
動
が
挫
折

し
た
後
も
、

政
治

へ
の
不
満
や
戦
争
を
取
り
あ
げ
た
社
会
的
な
歌
詞

内
容
を
歌

っ
て
は
い
る
が
、
民
権
運
動
の
担

い
手
で
あ
る
壮
士
に
よ

っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
民
衆
に
伝
え
て
い
た
演

歌
の
機
能
は
失
わ
れ
、

明
治
三
十
五
年
に
は
演
歌
壮
士
団
体
の
中
枢

で
あ

っ
た
青
年
倶
楽
部

も
解
消
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
社
会
的
背
景

の
も
と
で
演
歌
の
音
楽
的

性
格
も
変
化
し
、

一
小
節

一
拍
子
、

シ
ラ
ビ

ッ
ク
な
歌
詞
な
ど
、

勢

い
を
も

っ
て
人
々
に
訴
え
か
け
る
歌
と
し
て
で
は
な
く
、
歌
本
を
売

る
た
め
に
歌
を
き
か
せ
る

一
種
の
大
道
芸

の
音
楽
に
な

っ
て
ゆ
く
。

し
た
が

っ
て
、
近
世
的
な
唄
と
異
な
る
演
歌

の
特
性
は
あ
い
ま

い
に

な
り
、
そ
の
上
、
旋
律
は

《
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
節
》
系
の
類
似
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
人
々
の
意
識
を
ひ
き

つ
け
な
が
ら
路
上
で
商
売
を

成
立
さ
せ
る
の
は
困
難
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

神
長
瞭
月
は
、
「私
は
そ
れ

(添
田
唖
蝉
坊

が
歌
っ
て
い
る
演
歌
)

を
き
い
て
考
え
た
。
何
と
か
自
分
で
フ
シ
を
作
ら
な
け
れ
ば

い
け
な

い
…

(
中
略
)

…

『欣
舞
』

じ

ゃ
な
く
て
も
歌
は
あ
る
ん
だ
。
」
と
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(注
1
9)

当
時
を
回
想
し
て
述
べ
て
い
る
。

演
歌
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
生
み
出
さ
れ
た
経
緯
を
考
え
る
な
ら
、

本
来
の
機
能
を
喪
失
し
、
社
会
的
な
基
盤
を
失
う
と

い
う

こ
と
は
、

演
歌

の
存
在
そ
の
も
の
が
必
要
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

明
治
三
十
六
年
を

一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
こ
の
時
期
は
演
歌
の
存

続
に
と

っ
て

一
つ
の
転
換
期
で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

(2)
第
二
期

再
び
表

1
に
戻
り
、
第

一
期
と
第
二
期
を
比
較
し
て
み
る
と
、

第

一
期
で
演

歌
の
大
半
を
占
め
て
い
た

《
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
節
》
系
の
演

歌
が
急
激

に
減
少
し
、

か
わ

っ
て
、
新
し
く
洋
楽
系
演
歌
が
増
加
し

て
い
る
の
が
わ
か
る
。
第

一
期
で
は

《小
川
少
尉
の
歌
》
が

一
曲
だ

け
流
行
し
て
い
た
が
、
第
二
期
に
は

い
る
と

《
小
川
少
尉

の
歌
》

の

替
歌
が
二
曲
、

次
い
で
軍
歌
や
寮
歌
、
唱
歌
の
替
歌
が
大
正
時
代
に

は
い
る
ま

で
演
歌
の
主
流
と
な
る
程
、
洋
楽
系
演
歌
が
増
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

ま
た
、

明
治
四
十
二
年
に
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を
導
入
し
た
経
緯
に
つ

す

(注
2
0)

い
て
神
長

は
、
「
素
だ
と
面
白
く
な
い
の
で
、
表
を
歩

い
て
探
し

て

い
た
。
そ

の
頃
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ

ン
と
い
う
も
の
も
知
ら
な
か
っ
た
が
、

浅
草
の
電
気
館
で
楽
士
が
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾

い
て
い
る
の
を
聴

い

て
、
、こ
れ
は
読
売
り
に
使
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
た
。
無
声
映

画
で
伴
奏

を
つ
け
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
歌
に
も
伴
奏
を

つ
け

よ
う
と
楽
士
に
面
会
を
申
し
込
ん
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
教
え
ろ
と
言

っ
た
。
…

(中
略
)

…
三

ヶ
所
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
教
え
て
貰

っ
て
十

日
間
と
に
か
く
練
習
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
歌
を
何
に
し
よ
う

(注
2
1)

か
と
考
え
た
。
L
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

一
度
、
人
々
の
関
心
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
い
た
演
歌
が

〈唱

歌
節
〉
〈書
生
節
〉
と
し
て
新
聞
の
話
題
に
の
ぼ
る
ほ
ど
流
行
し
た

背
景
に
は
、
再
び
人
々
の
注
目
を
集
め
る
た
め
に
用
い
た
ヴ

ァ
イ
オ

リ
ン
や
唱
歌
、

軍
歌
と

い
っ
た
洋
楽
系
の
楽
器

や
音
楽
の
導
入
が
あ

っ
た
、
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
《
松
の
声
》

《
ハ
イ
カ
ラ
節
》
《
ス

カ
ラ
ー
ソ
ン
グ
》
な
ど
、

従
来

の

《
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
節
》
系

の
演
歌

と
は
全
く
異
な
る
唱
歌
節
の
流
行
に
よ

っ
て
、
演
歌
は
存
続
し
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
「
ビ
ー
ビ
ー
と
音
を
出
す
だ
け
で
、
歌
を
歌

っ
た
合
間

に
弾
い
て
は
ご
ま
か
し
て
い
た
。
満
足
に
弾
け

る
の
は
い
な
か

っ
た

(注
2
1)

が
、
そ
れ
で
も
人
が
集

ま

っ
て
き
た
。
」
「新
聞
紙
は
耳
障
り
な
鋸

(注
2
1)

の
目
立
と
か
、

ナ

ッ
チ

ョ
ラ
ン
の
が
謡

っ
て
い
る
ナ
ッ
チ

ョ
ラ
ン
と

か
、
堕
落
学
生
が
云
々
な
ど
し
き
り
に
ス
ッ
パ
抜

い
た
。

然
し
、
花

柳
の
巷

へ
入
る
と
楽
器
使
用
以
前
よ
り
ズ

ン
と
大
も
て
で
あ

っ
た
。

(注
2
4)

…

」
と

い
う
状
態

で
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
の
伴
奏
も

ユ
ニ
ゾ
ン
で
旋

律
を
た
ど
る
程
度
の
稚
拙
な
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

大
正
三
年
頃
ま
で
は
同
様
の
状
況
が
続
き
、
民
謡
や
俗
曲
な
ど
、
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従
来

の
音
楽
的
性
格
を
備
え
た
も

の
に
再
び
人
気
が
集
ま

っ
て
い

る
。

こ
の
時
期
、
浪
曲
調
の
曲
が
流
行
し
た
り
、
《
か

っ
ぼ
れ
》
《
春

雨
》
《
お

い
と
こ
節
》
、
或
は

《
塩
釜
甚
句
》
《
磯
節
》
等
が
流
行
し

て
演
歌
と
し
て
歌
わ
れ
た
背
景
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
洋
楽
系
演
歌
に

対
す
る
目
新
し
さ
が
な
く
な
り
、
音
楽
的
に
稚
拙
な
段
階
を
抜
け
出

さ
な
い
状
況
で
、
次
第
に
民
衆
の
興
味
が
薄
れ
て
い
っ
た
、
と
考
え

ら
れ
る
。
民
謡
の
流
行
に
圧
さ
れ
る
大
正
初
期
を
過
ぎ
、
大
正
五
、

六
年
に
演
歌
の
総
数
が
減
少
し
、
演
歌
に
と

っ
て
は
二
度
目
の
大
き

な
低
迷
期
と
な

っ
て
い
る
。

(
3
)
第

三
期

表
1
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
第

一
期
と
比
べ
、
洋
楽
系
演
歌
が

新
し
く
主
流
と
な
る
こ
と
で
存
続
し
た
第
二
期
の
演
歌
で
あ
る
が
、

後
半
は
洋
楽
系

の
も
の
が
減
り
、
伝
統
的
な
音
楽
が
増
え
て
い
る
。

し
か
し
、
大
正
六
年
を
機
に
再
び
洋
楽
系
の
も
の
が
増
加
し
、
昭
和

に
は

い
る
ま
で
中
心
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
、
第
三
期

で
は
認
め
ら

れ
る
。

ま
た
、
第
二
期
に
は
な
か

っ
た
大
き
な
特
徴
は
、
表
2
で
明

ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
従
来
見
ら
れ
な
か

っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
演
歌

が
急
激

に
増
加
し
、
第
三
期
後
半
に
は
演
歌

の
主
流
と
な

っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

第

二
期
に
借
用
さ
れ
た
寮
歌
や
唱
歌
も
み
ら
れ
る
が
、
第
三
期
に

は
新
し
く
中
山
晋
平
に
よ
る
劇
中
歌
や
浅
草
オ
ペ
ラ
の
旋
律
の
借
用

が
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
唱
歌
調
の
演
歌
や
稚
拙
な
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン

で
は
人
々
の
注
目
を
集
め
ら
れ
な
く
な

っ
た

と
こ
ろ
で
導
入
さ
れ
た

の
は
、

オ
ペ
ラ
の
旋
律
や

《
ジ

ョ
ー
ジ
ア

・
マ
ー
チ
》
と

い
っ
た
西

洋
音
楽
で
あ
り
、
演
歌
師
自
身
が
新
作
し
た
洋
楽
系

の
演
歌
だ

っ
た
。

第
三
期
に
は
、
既
に
述

べ
た
ピ

ア
ノ
伴
奏

や
和
声
の
導
入
、
ジ

ャ

ズ
倉
ど
新
し
い
外
国
曲
の
影
響
が
み
ら
れ
る
他
、
鳥
取
春
陽
の
レ
コ

ー
ド
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど

コ
ブ
シ
な
ど
を

い
れ
な

い

唱
歌
調
の
歌
唱
法
の
演
歌
が
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
大
正
七
、

八
年

頃
か
ら
は
演
歌
本
に
五
線
譜

の
載

っ
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

先
に
述
べ
た
高
木
青
葉
は
音
楽
学
校
で
本
格

的
に
洋
楽
を
勉
強
し
た

演
歌
師
で
あ
る
が
、
高
木

の
演
歌
に
み
ら
れ
る
新
し
い
要
素
も
受
け

(注
2
5)

入
れ
ら
れ
る
程
、

一
般
の
人
々
の
洋
楽
受
容

の
、
い
わ
ば

「
許
容
性
」

が
高
ま

っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第

一
期
か
ら
第
三
期
に
か
け
て
認
め
ら
れ
る
洋
楽

の
導
入
は
、
視

点
を
変
え
れ
ば
、
民
衆
に
お
け
る
洋
楽
受
容

の
質
的
変
化

の

一
面
で

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
期
に
唯

一
存
在
す
る
洋

楽
系
演
歌

《
小
川
少
尉

の
歌
》
が
ル
ル
ー
の

《抜
刀
隊
》
を
原
曲
と

し
な
が
ら
終
止
も
音
組
織
も
非
常
に
伝
統
的
な
も

の
に
近
か

っ
た
の

に
対
し
、

第
二
期
に
は
唱
歌
や
寮
歌

の
替
歌
を
導
入
す
る
こ
と
で

人
々
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
三
期
に
は
、

日
本
人
に

よ
る
折
衷
さ
れ
た
洋
楽
で
は
な
く
、

オ
ペ
ラ
な
ど
西
洋
音
楽
そ
の
も
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譜例6《抜刀隊》系 比較譜

(1)抜 刀 隊(M16)

(2)涜ル畏ン旙(M20)

(3)同上(神 最演 曜の 採 註)

(4)小川 少尉 の歌(M31)

(5)ら っ ぱ 節(M38)

(6)松 の 声(M48)

(7)あ ・金 の 世(M40)

(8)呪 の 五 萬 円(T8)

(9)大 震 災 の 歌(T13)

(10)明 石 情 話(T13)

(11)品川 の 惨 劇(T14)

(12)地上 地 獄 の歌(T14)

(13)千葉 心 中 の 歌(T6)

(14)新金 色 夜 叉(T7)

(15)あ 踏 切 番(T7)

(16)不 如 帰(T7)

(17)千 葉 心 中(T沫)

(注)( )内 は流行年。Mは 明治、Tは 大正。
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譜例7. カチューシャの唄 比較譜 中山晋平 作曲
権藤敦子 採譜

(1)中山

(2)松井

(3)後藤

(4)桜井 1

(注)(2×3)は 『日本 流 行歌 の歩 み』コ ロ ム ビア: APM1001-1010よ り採 譜

(4)は1984年7月9日 演 唱収 録 テ ー プ よ り採 譜

-14-



の
を
受
け
入
れ
る
許
容
性
が
人
々
に
で
き
て
く
る
と
同
時
に
、
演
歌

師
自
身
が
替
歌
や
編
曲
で
は
な
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
洋
楽
系
演
歌
を
新

作
す
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

本
来
、
演
歌
は
他
律
的
で
音
楽
と
し
て
は
脆
弱
な
存
在
で
し
か
な

か

っ
た
。

し
か
し
新
し
い
要
素
と
し
て
洋
楽
を
と
り
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
存

続
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
洋
楽
的
手
法
を
基
礎
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
演
歌
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
、

一
つ
の
音
楽

の
ジ
ャ
ン
ル
と

し
て
自

立
し
て
い
っ
た
、

と
も
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
三
)
洋
楽
的
語
法
の
受
容
と
変
質

演
歌

に
お
け
る
第
三
期
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
幅
の
広

い

洋
楽
受
容

の
様
態
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
二
期
に
お
い

て
稚
拙

な
段
階
に
と
ど
ま
り
、

目
新
し
さ
だ
け
で
人
々
の
関
心
を
集

め
ら
れ
な
く
な

っ
た
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
の
用
法
に
こ
こ
で
は
ま
ず
注
目

し
た
い
。

明
治

四
十
二
年
以
降
、
昭
和
に
は
い
っ
て
も
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
は
演

歌
の
伴
奏
楽
器
と
し
て
用

い
ら
れ
た
が
、
演
歌
師

の
中
で
も
ご
く

一

部
の
人
が
速
習
所
で
数
日
間
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
だ
け
で
、

ヴ
ァ
イ

オ
リ

ン
の
も

つ
本
来
の
音
色

で
人
々
を
ひ
き

つ
け
た
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
歌
い
な
が
ら
弾
く
時
は
第

一
ポ
ジ
シ

ョ
ン
と
開
放
弦

(注
2
6)

を
用

い
て
肩
に
の
せ
て
旋
律
を

ユ
ニ
ゾ
ン
で
追

つ
だ
け
だ
が
、
歌

の

前
奏
、

間
奏
、

後
奏
と
か
、
休
符
に
よ
る
歌

の
切
れ
目
に
装
飾
音
を

い
れ
る
奏
法

の
工
夫
が
第
三
期
以
降
の
録
音

で
は
聞
か
れ
る
。

譜
例
4
は
三
人

の
演
歌
師
に
よ
る

《
船
頭
小
唄
》

の
演
唱
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
前
奏
で
あ
る
が
、
大
正
期
、
鳥
取
春
陽
の
ほ
ぼ
旋
律
ど

お
り
に
繰
り
返
す
演
奏
に
萌
芽
的
に
見
ら
れ

る
装
飾
音
が
、
大
正
末
、

昭
和
期
の
演
歌
を
継
承
す
る
桜
井
敏
雄
氏
や
昭
和
に
は

い
っ
て
音
曲

漫
才
で
演
歌
を
歌

っ
て
い
た
大
江
し
げ
る
氏

の
演
奏

で
は
旋
律
の
中

で
も
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
民
謡
に
あ
わ
せ
て
尺

八
を
吹
く
場
合
に
み
ら
れ
る
手
法
に
近
い
。

こ
の

《船
頭
小
唄
》
を
同
じ
演
歌
師
の
演

唱
で
比
較
し
た
の
が
譜

例
5
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、
鳥
取
春
陽
は
概

ね
そ
の
と
お
り
に
歌

っ

て
い
る
が
、
中
山
晋
平
の
楽
譜
に
比

べ
、
注

意
深
く
き
く
と
延
ば
し

た
音
の
後
に

コ
ブ
シ
が
は
い
っ
た
り
し
て
い
る
。
桜
井
氏
の
場
合
、

は

っ
き
り
と
装
飾
音
と
し
て
の
コ
ブ
シ
が
き
き
と
ら
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
旋
律
が

一
小
節
の
頭
を
欠
く
形
に
変

形
さ
れ
た
り
、
拍
が
細

分
さ
れ
て
強
弱
に
よ
る
拍

の
意
識
が
弱
く
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
洋

楽
的
な
拍
節
に
う
ま
く
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
大
江
氏
に
な
る
と
、

拍
節
的
な
構
造
を
あ
ま
り
意
識
せ
ず
、
旋
律

の
骨
格
だ
け
は
追
い
な

が
ら
も
彼
自
身

の
方
法
で
装
飾
音
を
付
け
、

一
フ
レ
ー
ズ

一
ま
と
ま

り
の
メ
リ
ス
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
歌
い
方
を
し
て

い
る
。

こ
れ
は
、
桜
井
氏
、

大
江
氏
の
個
人
様
式

で
は
あ
る
が
、

同

一
の
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原
曲
を
も
と
に

つ
く
ら
れ
た
別
の
曲
を
比
較
譜
に
す
る
と
、

必
ず
し

も
昭
和

に
は
い
っ
て
か
ら

の
個
人
的
な
技
巧
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、

洋
楽
受
容

の
過
程
と
並
行
し
て
存
在
し
た

一
つ
の
流
れ
に
位
置
つ
い

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
で
に
度
々
ふ
れ
た

《
抜
刀
隊
》
系
の
曲

の
比
較
総

譜
で
考
察
し
よ
う

(
譜
例
6
)
。

大
き
な

流
れ
と
し
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
(
1
)《抜
刀
隊
》

で
出
会

っ
た
慣
れ
な
い
音
組
織

の
後
半
部
分
が
(
2
)
、
(
3
)

《
ノ
ル
マ
ン

ト
ン
号
沈
没

の
歌
》
で
変
え
ら
れ
、
さ
ら
に
(
4
)《小
川
少
尉

の
歌
》

で
は
、
前

半
の
終
止
も
ラ
か
ら
シ
に
移
り
、
(
6
)《松

の
声
》

(明
治

四
十
年
)

以
降

の
曲
で
は
そ
の
終
止
が
定
着
し
て
い
る
。
第

一
財

に

お
い
て
、

音
組
織
は
す
で
に
伝
統
的
な
形
に
変
質
し
て
い
る
と
い
え

る
。
し
か
し
、
(
8
)《
呪
の
五
萬
円
》
以
降
、
第
三
期
に

つ
く
ら
れ
た

演
歌
を
見
る
と
、

さ
ら
に
シ
ラ
ビ

ッ
ク
で
わ
ら
べ
唄
的
な

《
小
川
少

尉
の
歌
》

の
歌
詞
の
配
分
が
、
小
節
線
や
拍

の
区
分
を
越
え
て
同
じ

言
葉
を
伸
ば
し
た
り
、
頭
の
欠
け
た
リ
ズ
ム
が
多
く
な

っ
た
り
、
拍

の
細
分
化

が
進
ん
だ
り
、
。と
い
っ
た
形
で
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
。

(
1
4《新
金
色
夜
叉
》
以
下
の
四
曲
は

《
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
沈
没
の

歌
》
と
よ
く
似
た
旋
律
線
を
描
く
四
七
抜
き
短
音
階
で
で
き
た
第
三

期
の
演
歌

で
あ
る
が
、

や
は
り
先
に
述

べ
た
よ
う
な
性
格
を
も
つ
。

つ
ま
り
、

五
度
や
八
度
が
強
い
四
七
抜
き
の
音
組
織
に
対
す
る
抵
抗

は
な
く
な
り
な
が
ら
、
唱
歌
に
し
ろ
、
鳥
取
春
陽
ら
の
演
歌
に
し
ろ
、

シ
ラ
ビ

ッ
ク
な
も
の
が
多
く
な
る

一
方
で
、
拍

の
感
じ
方
に
メ
リ
ス

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
方
向
性
も
強
く
な

っ
て
い
た
、

と
考
え
ら
れ
る
。

譜
例
7
は
、
《
カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
の
唄
》
を
大
正
三
年

の
松
井
須
磨

子
の
レ
コ
ー
ド
、
大
正
期

の
演
歌
師
後
藤
紫
雲
、

昭
和
期

の
桜
井
氏

の
演
唱
か
ら
採
譜
し
た
比
較
譜
だ
が
、
さ
ら

に
こ
こ
で
は
、

こ
れ
ま

で
に
述
べ
た
特
徴
に
加
え

て
陰
旋
化
を
め
ぐ

る
違

い
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
ず
、

中
山
の
譜
に
は
五
小
節
目
、
当
時
な
じ
み
の
な
い
腓
が

登
場
す
る
が
、

そ
の
音
は
三
人
と
も
歌

っ
て

い
な
い
。
松
井
は
そ
の

音

の
直
後
の
レ
の
音
か
ら
不
安
定
に
な
り
、

レ
と
ラ
は
常
に
低
め
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
藤
は
同
様

の
傾
向
を
示
し
な
が

ら
、
無
意
識
に
低
め
の
音
を
と
る
の
で
は
な
く
、

七
小
節
目
の
レ
か

ら
は
は

っ
き
り
半
音
下
げ

て
四
七
抜
き
短
音

階
に
し
て
い
る
。

し
か

し
、
桜
井
氏
の
場
合
、

不
確
定
な
部
分
は
全

く
な
い
。
隙
を
除

い
て

中
山
の
意
図
し
た
と
お
り

の
音
高
で
歌

い
、
さ
ら
に
自
分
な
り
の
コ

ブ
シ
や
ユ
リ
を
、

拍
節
や
リ
ズ
ム
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
範

囲
内
で
整

っ
た
形
で
入
れ
こ
ん
で
、
彼
独
特
の
変
唱
を
行

っ
て
い
る
。

陰
音
階
的
な

フ
シ
ま
わ
し
は
昭
和
中
期
ま

で
に
増
加
す
る
傾
向
を

(注
1
4)

も
つ
が
、
お
そ
ら
く
、
松
井
須
磨
子
は
意
識
的
に
音
を
低
め
た
の
で

は
な
か
ろ
う
。
陽
音
階
的
な
原
曲
よ
り
も
変
唱
し
た
形
の
方
が
本
来

馴
染
み
が
あ
り
、
後
藤
の
場
合
、
意
識
的
に
陰
旋
化
し
た
も
の
と
考

-16-



え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
桜
井
氏
は
音
組
織
は
受
容
し
た
上
で
、
む
し

ろ
装
飾
音
を
加
え
る
こ
と
で
変
唱
を
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
洋
楽
系

の
曲
と
し
て

《
ノ
ル

マ
ン
ト
ン
号
沈
没
の
歌
》
《
船

頭
小
唄
》
《
カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
の
唄
》
を
取
り
上
げ
て
個
々
の
考
察
を

行

っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
曲
を
演
唱
、
借
用
し
て
い
く
際
の
変
化
を
考

え
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
幅
の
広

い
洋
楽
受
容
の
傾
向
を
示
す
第
三
期
に
お

い
て
は
、

一
方
で
音
組
織
、

形
式
と
も
洋
楽
に
接
近
し
て
い
る
。

レ

コ
ー
ド
吹
込
み
の
為
で
も
あ
る
が
、
浅
草
オ
ペ
ラ
を
通
じ
西
洋
的
発

声
に
ふ
れ
る
機
会
を
得
て
、
比
較
的
洋
楽
的
な
歌
唱
法
を
す
る
藤
山

一
郎
、

東
海
林
太
郎
ら

へ
の
流
れ
も
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
方
向
性
と
は
別
に
、

コ
ブ
シ
や
ユ
リ
、

メ
リ
ス
マ
テ
ィ
ッ
ク
な

装
飾
音

は
む
し
ろ
昭
和
に
は
い
っ
て
顕
在
化
し
て
い
る
。
大
江
氏
が

そ
の
方
向
を
最
も
端
的
に
示
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
今
後

の
流
行

歌
の
主
流
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

伝
統
的
な
語
法
と
洋
楽

的
語
法
と
が
共
存
し
て
い
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
状
況

の
中
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
装
飾
音
を
奏
し
た
よ
う
に
、
拍

の
単
位

や
旋
律

の
性
格
を
崩
す
こ
と
な
く
変
唱
し
て
い
る
桜
井
氏

の
手
法

は
、
西
洋
的
語
法

の
中
に
伝
統
的
な
メ
リ
ス
マ
を
同
化
し
て
い
っ
た

一
つ
の
例
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四
 
結
 
論

以
上
で
、
明
治

・
大
正
期

の
演
歌
に
み
ら
れ
る
洋
楽
受
容
と
演
歌

自
体

の
音
楽
的
な
変
遷
の
考
察
を
終
え
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
半
世

紀
近
く
に
わ
た
る
長
い
期
間
の
中
で
、

一
つ
の
音
楽
が
ど
う
変
化
し

て
い
く
か
、
と
い
う
大
き
な
流
れ
を
み
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
細
部
に
わ
た
り
個
々
の
旋
律
を
比
較

検
討
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
違

っ
た
側
面
が
生
じ
る
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
課

題
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(1)
 
異
文
化
で
あ
る
西
洋
音
楽
そ
の
も

の
を
受
け
入
れ
る
の
で
は

な
く
、
唱
歌
等
、

日
本
人
に
よ
る
洋
楽
系
楽
曲
の
借
用
と

い
う

形
で
洋
楽
受
容
は
始
ま
り
、
大
正
中
期

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
曲

活
動
が
開
始
さ
れ
る
。

(2)
 
大
正
中
期
ま
で
に
洋
楽

へ
の
接
近
が
か
な
り
進
む
が
、
そ
の

後
は
伝
統
的
な
要
素
が
ヴ

ァ
リ
ア
ン
テ
と
し
て
付
加
さ
れ
る
。

(3)
 
昭
和
に
は
い
っ
て
主
流
と
な
っ
た
の
は
和
音
の
伴
奏
を
伴
う

拍
節
的
な
楽
曲
だ
が
、
歌
唱
法
を
中
心
と
し
て
洋
楽
的
語
法
を

崩
さ
な
い
形
で
伝
統
的
な
語
法
は
引
き
続
き
用
い
ら
れ
た
。

(4)
 
純
粋
に
洋
楽
的
な
方
向
を
志
向
す
る
演
歌
師
が
少
数
な
が
ら

存
在
し
、
ま
た
、

一
方
で
メ
リ
ス
マ
テ

ィ
ッ
ク
な
コ
ブ
シ
を
多
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用
し
た
歌
唱
技
法
で
歌
う
演
歌
師
の
流
れ
も
存
続
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、

一
面
、

洋
楽
を
と
り
入
れ
、
同
化
し
て
い
っ
た
か

に
見
え
る
演
歌
の
歴
史
に
は
、
伝
統
的
要
素
と
洋
楽
的
要
素
の
様

々

な
関
係
が
生
じ
、
大
正
後
期
か
ら
は
洋
楽
的
な
語
法
の
中
に
伝
統
的

要
素
が
巧

み
に
折
衷
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伝
統
的
語
法
そ
の
も
の

は
、
そ
の
時
代
を
機
に
逆

に
そ
の
傾
向
を
強
め
、

一
つ
の
様
式
と
し

て
確
立
し
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

異
文
化
と
し
て
の
洋
楽
が

一
般
大
衆
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た

か
を
考
察
す
る
上
で
、
以
上
の
演
歌
の
流
れ
は

一
つ
の
手
掛
り
に
な

る
。
今
後

は
、
さ
ら
に
音
楽
的
な
要
素
と
し
て
の

「伝
統
的
語
法
」

「洋
楽
的
語
法
」

の
内
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
演
歌

以
外
の
洋
楽
受
容
と
の
関
わ
り
を
検
討
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

注
1
 
音
楽
関
係
で
の
山
住
正
己
氏
に
よ
る
『唱
歌
教
育
成
立
過
程
の
研
究
』
(東

京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
十
二
年
)
を
は
じ
め
と
す
る
音
楽
取
調
掛
の
事

績
を
扱
っ
た
も
の
や
、
軍
楽
隊
、
式
部
寮
伶
人
に
よ
る
奏
楽
に
つ
い
て
の

田
中
康
子
氏
に
よ
る

「洋
楽
受
容
史
の
研
究
-
明
治
初
期
の
諸
行
事
に
お

け
る
洋
楽
導
入
過
程
を
中
心
に
-
」
(『音
楽
学
』
第
三
十
二
巻
二
号
、

一

九
八
六
年
所
収
)
な
ど
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。

注
2
 
中
村
洪
介

『西
洋
の
音
、
日
本
の
耳
』
、東
京
、
春
秋
社
、
昭
和
六
十
二

年
。
及
び
、
塩
津
洋
子
、
木
村
篤
子

「日
本
人
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
受

容
の
特
質
-
<
西
欧
化
>
と
の
関
連
か
ら
ー
」
、松
本
ミ
サ
ヲ

「日
本
社
会

と
西
洋
音
楽
-
明
治
期
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
受
容
態
度

(受
け
手
の
側

の
意
識
)
l
L

(第
三
十
六
回
音
楽

学
会
大
会
発
表
。

『音
楽
学
』

第
三
十

一
巻
三
号
、

一
九
八
五
年
、

二
〇
九
-

二

一
一
頁
参

照
。
)

注

3
 
宮
竹
外
骨

『明
治
演
説
史
』
、
東
京
、
成
光
社
、
昭
和
四
年
、
二
〇
八
頁
。

色
川

大
吉

『明
治
精
神
史

(
上
)
』
、
東
京
、

講
談
社
、

昭
和

五
十

一
年
、

二
二
二
頁
。

注

4
 

見
田
宗
介

『近
代
日
本
心
情

の
歴
史
』
、
東
京
、
講
談
社
、
昭
和
四
十
二

年
、

二

一
-
四
五
頁
。

注

5
 

森
本
圭
子
氏

は
際
物
性
と
は
演
歌

に
お
い
て

「
伝
統
的
な
歌
の
形

や
感

覚

の
上
に
則

っ
て
、
常
に
新
し

い
物
、

興
味
を
引
く
物
を
ど
ん
ど
ん
取
り

入
れ
、
人

の
心
を
引
き
付
け
る
物
を
生

み
だ
す

エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ

る
」
、
と

述

べ
て
い
る
。

(
「明
治

・
大
正
期

の
演
歌
 
そ
の
時
代
性
再
考
」
、
『音
楽

文
化

一
九
八

一
』
 

大
阪
音
楽
大
学

音
楽

文
化
研
究
室
年
報
第
九
集
、

昭

和
五
十
七
年
、

六
頁
。
)

注

6
 
拙
稿

「
民
衆
の
音
楽
活
動
と
唱
歌

教
育

の
関
連
性
に

つ
い
て
の

一
考
察

-
東
京
都
台
東
区
住
民
の
実
態
調
査
に
も
と
つ
い
て
-
」
、
『音
楽
教
育
学
』

第
十

五
号
、
昭
和
六
十

一
年
、

七
六
頁
-

八
七
頁
参
照
。

注

7
 

「
流
行
歌
読
売

の
取
締
」
、
朝

日
新
聞
、
明
治
三
十
九
年
十
月

一
日
。
「
流

行
書
生
節
、

元
祖
は
板
垣
伯
」
、
朝

日
新
聞
、

明
治

四
十
二
年
九
月
二
十
七

日
、

「書
生
節
作
者

の
拘
留
」
、
朝

日
新
聞
、

明
治

四
十

二
年
十

一
月
二
十

五
日
他
。
朝
日
新
聞
社
編

『東
京

の
う
た
』
、
東
京
、
朝

日
新
聞
社
、

昭
和

四
十
三
年
、

倉
田
喜
弘

『
日
本
レ

コ
ー
ド
文
化
史
』
、
東
京
、
岩
波
書
店
、

昭
和
五
十
五
年
、
園
部
三
郎

『
日
本

民
衆
歌
謡
史
考
』
、
東
京
、
朝

日
新
聞

社
、

昭
和
三
十
七
年
、

高
橋
碩

一

『
流
行
歌

で
つ
づ
る
日
本
現
代
史
』
、
東

京
、

新
日
本
出
版
社
、
昭
和

四
十
四
年
、

雑
喉
潤

『
い
つ
も
歌
謡
曲
が
あ

っ
た
』
、
東
京
、

新
潮
社
、

昭
和
五
十
八
年
、

堀
内
敬
三

『
ヂ
ン
タ
以
来
』
、

東
京
、

上
田
屋
書
店
、

昭
和

十
年

な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く

の
文
献

が
参
考
に
な

っ
た
。
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注
8
 
著
作
権
資
料
協
会
、
長
野
伝
蔵

「演
歌
著
作
権
始
末
期
」
『
コ
ピ

ラ
イ
ト
』

号
外
第

一
号
、

昭
和
三
十
九
年
、
十
六
頁
。

注
9
 
私
家
版
、

昭
和
十
二
年
。

注
10
 

添
田
唖
蝉
坊

・
知
道
共
著
、
東
京
、
刀
水
書
房
、

昭
和
五
十
七
年
。

注
11
 

古
茂
田
信
男
他
編
、
東
京
、
社
会
思
想
社
、
昭
和
四
十
五
年
。

注
12
 

注
8
参
照
。

注
13
 
流
行
年
に

つ
い
て
は
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
主
と
し
て
添
田
知
道

の

『明
治
以
降
流
行
歌
演
歌
年
表

』
を
も
と
に
、
著
作
権
資
料
協
会
に
よ
る

「演

歌
著
作
権
始
末
期
」
等

で
確
認
し
た
年
を
年
表

に
記
載
し
た
。

以

下
、
本

文
中
に
出

て
く
る
各
曲

の
流
行
年
は
作
成
し
た
年
表
に
基
づ

い
て

い
る
。

注

14
 

添
田
唖
蝉
坊

・
知
道

『流
行
歌

・
明
治
大
正
史
』
(東
京
、

刀
水
書
房
、

昭
和
五
十
七
年
)

三
九
〇
頁
ー
四
〇
三
頁
に
解
説
と
し
て
書
か
れ
た
小
島

美
子
氏
に
よ

る

「
音
楽
史

か
ら
見
た
唖
蝉
坊
」
参
照
。

ま
た
、

楽
譜

に
つ

い
て
は
、
拙
稿

「近
代

日
本
に
お
け
る
民
衆
の
洋
楽
受
容
に
関
す
る

一
考
察
」

(
昭
和

五
十
九
年
度
東
京
芸
術
大
学
修
士
論
文
)

参
照
。

こ
こ
で
は
、
洋

楽
導
入

の
系
譜

に
絞

っ
た
た
め
、
省
略
す
る
。

注
15
 
明
治
四
十
二
年
九
月

二
十
七
日
の
朝
日
新
聞
。

注
16
 
倉
持
愚
禅

「演
歌
界

の
今
昔
」
『演
歌
』

十
六
号
、
大
正
九
年
、

六
頁
。

注
17
 
今
西
英
造

『演
歌
に
生
き
た
男
た
ち
』
、
東
京
、

文

一
総

合
出
版
、

昭
和

五
十
五
年
、

一
八
六
頁
。

注
18
 
た
と
え
ば
、

大
阪
青
年
共
鳴
会
に
よ
る
演
歌
本

『軽
井
沢
心

中
』

(大
正

十

二
年
)

の
中
に

の

っ
て

い
る

《
夫
婦
船
頭
》
に
は
、

唄
と
ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン
と
ピ

ア
ノ
の
総
譜
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

注
19
 
神
長
瞭
月
、

小
倉
友

昭
対
談

「歌
ー
作
家
1
そ

の
生
命
」

『
月
刊

七
八
』
、

鎌
倉
、
鎌
倉
書
林
、

昭
和
五
十

一
年
十
二
月
号
、

十
六
頁
。

注

20
 

歌
だ
け
で
伴
奏
を

つ
け
な
い
こ
と
。

注

21
 
神
長
瞭
月
、

南

ら
ん
ぼ
う
対
談
、

F
M
東
京

「
日
本
人

の
心

『演

歌
』

-
そ
の
源
流
と
変
遷
-

L
昭
和
五
十
七
年

一
月
三
十
日
放
送
。

注
22
 
桜
井
敏
雄
氏
談
。

昭
和
五
十
九
年
七
月
。

注
23
 
演
歌

《
青
島
節
》
め

こ
と
。

注
24
 
注
16
に
同
じ
。

注

25
 
注

17

=

二
頁

に
、
高
木

の

《
ベ

ニ
ス
の
舟
唄
》

の
大
流
行
に

つ
い
て

触
れ
て
い
る
。

注

26
 
金
子
潔
氏

(
昭
和
五
十
九
年

八
月
)
、
桜
井
敏
雄
氏

(昭
和
五
十
九
年
七

月
)
談
。

注
27
 
注
5
二
十
頁
。

付
記
 
本
論
文
は
、
東

洋
音
楽
学
会
第
三
十
六
回
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表

の

内
容
に
基
づ

い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
な

っ
た
が
、

本
研
究
を
ま
と
め
る
直
接

の
契
機
を
与
え

て
下

さ
り
、
多
く

の
助
言
と
示
唆
を
与
え

て
下
さ

っ
た
小
島
美
子
先
生
、
ま
た
、

調
査
に
あ
た

っ
て
貴
重
な
資
料

や
証
言
を
頂

い
た
諸
氏
に
心

か
ら
感
謝

し
ま
す
。

(
資
料
提
供
者
、
順
不
同
)

桜
井
敏

雄
氏
、

金
子
潔
氏
、

大

江
し
げ

る
氏
、

山
田
禎
子
氏
、

山
田

量
男
氏
、

入
方
宏
氏
、

長
尾
荘

一
郎
氏
、
小
生
夢
坊
氏
、

鳥
取
肇
氏
、

新
井

ユ
タ
カ
氏
、

今
西
英

造
氏
、

及
川
剛
氏
、

江

口
浩
司
氏
、
今

上

の

ぼ
る
氏
、

岩
手
県
下
閉
伊

郡
新
里
村
教
育
委
員
会
、

同
民
俗
資
料
館
、

東
京
都
台
東
区
下
町
風
俗
資
料
館
。

(
昭
和
六
十
三
年
八
月
受
領
)
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付録 演 歌 年 表
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The reception of Western music in the enka of the Meiji and Taisho 

periods 

   Gondo Atsuko

This article examines the way in which the music imported from the West during the Meiji 

(1868-1912) and Taisho (1912-1926) periods, as well as music that was formed in Japan 
under its influence, was incorporated into the enka of those periods. By viewing the 

change in this music during this long period of almost fifty years, it also seeks to clarify 

one aspect of the reception of Western music by the general populace of Japan.

The introduction of Western music, which began around the end of the Tokugawa and 

beginning of the Meiji periods, has since exerted a substantial influence on the musical 

culture of Japan. However, although considerable research has been undertaken with re-

gard to the reception of Western music by official bodies such as the Ongaku Torishirabe-

gakari ('Institute for musical investigation', affiliated to the Ministry of Education), the 

question of how the general public received this music is one that has gained little atten-
tion. Among reasons for this are, firstly, that there are limits in terms of research material 
since data of relevance are unlikely to be found in official records, and secondly, that 

the term "general populace" includes a variety of peoples of differing cultural and social 

backgrounds, thus making it difficult to deal with the reception of music by the general 

populace as a single category.

Accordingly, to bring about a detailed understanding of the various modes of reception 

of Western music, it is necessary to clarify each of them in turn by approaching it from a 

variety of angles. An attempt has been made in this article to survey one aspect of the 

reception of Western music by the general populace by means of examining changes in 

the music of the enka sung by enkashi (enka performers) during the Meiji and Taisho 

periods, which met with wide popularity at the time.

In its present usage, the word "enka" refers in general terms to popular songs of the 

kayokyoku genre that are said to have "Japanese" musical and spiritual characteristics. 

Originally, however, enka were used along with kodan (narrative) and shibai (theatre) 

as a means of transmitting the message of the Meiji-period democratic movement to 

the general populace in a readily understandable form. Songs sung by the proponents 

of this movement were known as "soshi-bushi ". Later, they were taken over by street 

performers who sang the songs while selling copies of their texts. This article takes as 
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its subject popular songs beginning with soshi-bushi and continuing through to the 

beginning of the Showa period (late 1920's to early 1930's), when recordings of these 

songs began to be made commercially. 

At first, enka played an extra-musical role in catching the attention of the populace to 

transmit to them the message of the democratic movement. For this reason it lacked any 

fixed musical form. It possessed, rather, a musical transcience and topicality, in that it 

freely set texts about any event that captured common attention to music that happened 

to be popular at the time, such as minshingaku (Chinese music of the Ming and Qing 

dynasties), shoka (songs in Western style used in education), Asakusa Opera and the like. 
Anticipating the preferences of the masses, enka reflected their contemporary attitudes 

towards music, and were widely appreciated by them. 

In this research, 280 songs verified from among those actually identified as enka have 

been listed according to the chronological order in which they were popular, and each 

song has been transcribed and analysed. As a result, it has become possible to divide the 

period from 1888 to 1932 into three sections. These are: a) the first period, 1888-1903, 
centring on a group of related pieces using traditional techniques, based on "Dainamaito-

bushi" ('Dynamite Tune'), a tune which was popular in 1888; b) the second period, 

1904-1917, centring on pieces that use new texts set to borrowed melodies in Western 

style, such as those of shoka and Asakusa Opera; and c) the third period, 1918-1932, 

centring on pieces not with borrowed melodies but rather with new melodies composed 

in Western style by the enka singers themselves. Viewed in terms of chronological changes, 

it is possible to observe the approach of enka towards Western music in a series of con-

crete steps: the simple alteration of texts of shoka, the introduction of the violin, the 

borrowing of Western melodies like those of Asakusa Opera and the Georgia March, the 

appearance of original enka in Western style, and the introduction of harmony and piano 

accompaniment. 

In musical terms, enka originally had only a heteronomous, flimsy existence. However, 

while passing through two watershed years of 1903 and 1917, when the number of 

popular enka decreased dramatically, the musical character of enka changed, enabling 
it to survive for a half-century. It is also possible to identify the establishment of enka 

as an independent musical genre in the way in which Western music was adopted as 

a new element, absorbed, and its techniques used as the basis for the composition of 

original enka. 

In the third period, which demonstrates a clear and broad tendency towards reception 
of Western music, both sound structure and form are closest to Western music. In-

dependent of this movement, however, it is possible to discern the widespread use of 

kobushi and yuri, types of melismatic ornamental notes, in the vocal style of enka singers 

 (5)



of the early Showa years (late 1920's to early 1930's). In other words, the approach 

towards Western music was followed strongly through to the middle of the Taisho period 

(late 1910's), after which traditional elements were added mainly to the vocal style in 
a way that did not disturb the Western techniques of the genre as a whole. 

In this way, then, although the history of enka appears to have involved the adoption and 

assimilation of Western music, it also demonstrates a variety of relationships between 

traditional elements and elements derived from Western music. Passing through the bor-
rowing of music in Western style by Japanese composers and the borrowing of Western 

music itself, it went on to absorb the techniques of Western music to the extent that 

composition became possible, and on this basis further developed a skilful blending 
with traditional techniques. Viewed from a different perspective the historical changes 

in enka can be seen as representing one aspect of qualitative change in the reception of 

Western music by the Japanese populace. 
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